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Ⅰ．事業概要

Ⅱ．進捗報告の概要

Ⅲ.活動実績 

Ⅳ. 事業実施後（1年以降）に⽬標とする状態への所感（中間時点）

⾃由記述

当初、想定をしていた⽬標とする状態は、地域の農家・農業法⼈との交流の中でインターンからそのまま就職に⾄る流れを作る事であった。農作業
などを⾏う中で、失業してから次の職までの期間の体⼒を落とさない、向上させるという点においては成功を収めているが、農業法⼈への就職とい
う点においては、難しさを感じる。法⼈が働く上で求められることと、務めるものが提供できる労働価値との乖離があり、分かりやすく作業スピー
ドやスピードを求める意識に表れている。初めから法⼈の求めるスピードで作業を⾏うことは無理な話ではあるが、労働量がモノをいうこの業界で
スピードを上げていく意識は⾃分の労働価値を⾼めるうえで必須である。今後はその点に注⼒し、研修などを組み⽴てていきたい。

活動 進捗状況 概要

地域の農家・農業法⼈へイ
ンターン

ほぼ計画通り

地域の農家・農業法⼈に毎週複数個所⾏く体制になった。
初めの頃少し畑で作業をするだけでばてていた⼈が研修に出る中でばてない体⼒が
ついてきたが、まだ作業スピードなどは実際に勤める⼈に遠く及ばない。農業を職
にするにはスピードを求めていきたいところ。

①計画通りだが、さらに拡⼤したい
②④計画通り
③農業において⼀番⼤事な体⼒がついてきた
⑤もともとしていた仕事が戻ってきたなどでコロナでの失業期間を乗り越えられた⽅がいた

①職を失うか減らした若者に対し、藤沢地域の農業組織を受⼊
れ企業として、インターンを提供する
②報酬を⽀給する
③事業参加者が農業やその周辺のスキルを習得する
④事業参加者が報酬を得ることで、⽣活基盤（⾐⾷住）が安定
する
⑤事業参加者が職を得ることができる

事業概要
当団体の就労⽀援プログラムは、⾸都圏でありながら、⽥舎の様相を残した藤沢の「農地」を舞台に提供していきます。プログラム期間中、当団体でのスキルトレーニングに加え、地域の農家・農業法⼈
に出向し、農作業をしながら、経営・営業・販売などに関わる機会なども創出していくとともに、地域の課題の発掘を⽬指します。なぜ、農業なのかというと、「⾃然に囲まれた畑で、⾍や草などたくさ
んの⽣き物に触れながら、みんなで汗を流して野菜を育てる」というシンプルな農作業を活⽤したプログラムが、⽣活リズムを整え、⼼の健康や体⼒を作ると考えているからです。また、当団体では、パ
ソコンを使ってパンフレットを作ったり、データ分析をしたりする機会や、農作物の販売先、地域住⺠との接する機会なども多くあるため、パソコンでの業務や新たな社会資源とのつながりなどのスキル
トレーニングが可能です。農業という産業だけにとどまらず、それ以外の職業、職種に関しても、募集が来ればいつでも働けるように、技術的、⾝体的、精神的な基礎⼒を保つことを⽬的としています。

総括

全体として、⽇程の遅れはあるが、想定の活動を順次進めている。課題点は、農業に「スローライフ」「⾼齢の⽅が⾏うセカンドライフ」をイメー
ジされてくる⽅の対応で、期間中にそうではないという認識を持ってもらうことにある。実際に地域の農家・農業法⼈の元に⾏くだけでは、そうで
はない所もある、という考えになり中々認識が改まらない。数多くの農業組織に⾏くことで、楽なところはないという認識を得てもらうよう研修を
仕向けていきたい。

進捗状況
アウトプット（今回の事業実施で達成される

状態 ）

事業対象者: 新型コロナウイルス感染拡⼤の影響で仕事や外出機会が減ってし
まった⽅で、農業に興味がある若者（学⽣を含む）

進捗報告書 （実⾏団体）

事業名: 農を職と⾷に！
資⾦分配団体: ⼀般財団法⼈リープ共創基⾦
実⾏団体名: 特定⾮営利活動法⼈農スクール
実施時期: 2020年10⽉〜2022年1⽉
事業対象地域: 神奈川県



Ⅴ．インプット

Ⅵ. 事業上の課題

Ⅶ. その他

有無

無

有

無

Ⅸ. ガバナンス・コンプライアンス実績

2.  内部通報制度は整備されていますか。 内部通報規程を作成し、内部に窓⼝を設置した。はい

1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通り
に開催されていますか。

はい

Ⅷ. 広報実績 

広報内容 内容

メディア掲載（TV・ラジ
オ・新聞・雑誌・WEB
等）

広報制作物等 キャッシュフォーワーク募集チラシ作成 1000枚印刷・配布（近隣の⼦ども⾷堂など）

報告書等

ガバナンス・コンプライアンス体制 状況 内容

⾃由記述

特になし

合計 \4,053,576 \5,578,316 \9,631,892 \4,201,044 44%

補⾜説明

事業実施上顕在化したリスク/阻害要因とその対応

事業に春ごろから参加していたものは、だんだんと季節の暑さになれてきたが、夏から加わったものはその暑さのため作業に⽀障をきたしている。
具体的には熱中症になりかけたケースもあった。最も暑い時間帯は中の作業にするなど対策を講じる。

44%
管理的経費 \210,000 \202,500 \412,500 \174,306 42%

\4,026,738
事業費

直接事業費 \3,843,576 \5,375,816 \9,219,392
執⾏率2020年度 2021年度 合計 執⾏⾦額


